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第23固今金町総合支化祭

今
年
で
二
十
三
回
目
を
迎
え
た
、

町
総
合
女
化
祭
が
総
合
体
育
館
を
メ
イ
ン
会

場

に

+
一
月

一
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ
、

「
一云
術
・
文
化
の
秋
」
に
親
し
む
、
町

内
外
の
大
勢
の
人
が
訪
れ
楽
し
み
ま
し
た
。

二
千
盲
点
の

多
彩
な
展
示
物

体育館に2.100点あまりの多彩な作品が展示され、た〈さんの人が訪れていました。

展
示
会
場
に
は
、
秋
の
香
り
漂
う

菊
花
を
は
じ
め
、
住
道
、
絵
画
、
ち

ぎ
り
絵
、
和
紙
人
形
、
金
殺
、
生
け

花
、
写
真
、
陶
芸
、
俳
句
な
ど
幅
広

〈
多
彩
な
二
千
百
点
あ
ま
り
の
作
品

が
体
育
館
い

っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
今
金
町
出
身
で
あ
る
陶
芸

家
の
山
本
雄
次
氏
の
陶
芸
展
示
を
は

じ
め
、

北
陽
画
会
四
十
周
年
記
念
展

示
、
函
館
開
発
建
設
部
今
金
河
川
事

業
所
パ
ネ
ル
展
、
怜
山
管
内
文
芸
作

品
の
特
別
展
示
が
あ
り
、
訪
れ
た
人

た
ち
の
関
心
と
目
を
ひ
い
て
い
ま
し

た。

ゐ

実
演
を
披
露

展
示
会
場
に
は
、
今
年
も
立
礼
式

の
茶
室
が
設
け
ら
れ
‘
着
物
姿
の
女

性
等
の
お
占
、
前
で
、
一
服
に
く
る
友

達
同
志
や
家
族
巡
れ
は
、
本
緒
的
な

• • 
企伝統ある京都問芸界の気鋭作家として活躍されている

山本雄次氏の陶芸特別展示

hv
舞
踊
愛
好
会

発
表
会
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
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茶
菓
を
味
わ
い
心
を
和
ま
せ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ハ
ム

ク
ラ
ブ
の
公
開
通
信
、
農
産
物
直
版

や
試
食
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

芸
能
発
表
に
沸
く

芸
能
発
表
は
、
勇
壮
な
音
を
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
た
ひ
か
り
太
鼓

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
始
ま
り
、
級
柳

会
的
あ
で
や
か
な
鮮
腕
り
、
民
格
、

詩
吟
及
び
琴
あ
る
い
は
大
正
琴
の
淡

奏
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た

舞
踊
愛
好
会
の
踊
り
の
数
々
・

フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
や
チ
ャ
コ

ン
ト
パ
レ
エ
サ
ク
ル
の
可
愛
ら
し

い
踊
り
な
ど
、
多
彩
な
出
し
物
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
会
場
は
明
る
く
悲
ゃ

い
だ
雰
囲
気
と
フ
レ
ソ
シ
ュ
な
魅
力

い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
芸
能
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
内
被
表
彰
者
と
し
て
、

次
の
五
名
が
文
化
祭
の
開
会
式
に
お

い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

。
文
化
功
労
賞

・
和
田

此

一さん
M
剛

・
(故
)
藤
村

徳
裁
さ
ん
削刷

• • 
平
成
四
年
三
月
十
四
日
逝
去

。
文
化
振
興
賞

・
日
野
消
姉
さ
ん
附

・
伊
藤
サ
ツ
ぷ
側

・
松

井

淑

晃

J
m

Vチャコットバレエスクールの華箆な舞

々
ち々

V緑柳会の勇壮怠舞
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勲
五
等
双
光
旭
日
章

能

代

毅

さ

ん

(

大

和

町

刊
歳
)

晴れの叙勲教
育
現
場
一

筋
に
四
十

年
間

平
成
四
年
秋
の
叙
勲
で
、
昭
和
十

三
年
か
ら
五
十
四
年
ま
で
の
四
十

一

年
問
、
教
育
現
場

一
筋
に
歩
ん
で
き

た
能
代
毅
さ
ん
が
勲
五
等
双
光
旭

日
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

十

一
月
十
七
日
の
伝
達
式
に
は
奥

さ
ん
の
弟
が
東
京
に
い
る
の
で
代
わ

り
に
出
席
し
ま
し
た
。

武
い
教
貝
生
活
を
振
り
返

っ
て
次

の
よ
、
つ
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
昭
和
=
一十
二
年
十
月
、
校
長
と

し
て
初
め
て
赴
任
し
た
乙
部
村
(
当

時
)
の
沼
岡
小
中
学
校
時
代
が

一
番

町
思
い
出
で
、

一
反
半
の
校
地
を
開

墾
し
て
植
物
園
を
つ
く
り
四
百
五
十

新
教
育
長
に

大
琢
勝
三

遠
藤
正
光
前
教
育
長
町
勇
退
に
伴

い
、
十

一
月
十
三
日
付
を
も
っ
て
教

教
育

大 長
塚」

就

勝 T
三 た
さ
ん

側
t 

種
の
多
年
生
植
物
を
育
て
全
国
表
彰

を
受
け
た
。
労
力
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
生
徒
た
ち
が

自
信
を
つ
け
た
U

こ
と
を
あ
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

「今
金
小
学
校
長
時
代
は
良
い
先

生
に
恵
ま
れ
て
安
心
し
て
仕
亭
が
出

来
ま
し
た
。
今
金
幼
稚
園
長
は
途
中

で
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
心
残
り
が

す
る
口
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寸
先
拙
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、

ま
さ
か
自
分
が
受
章
で
き
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
身
に
余
る
光
栄

と
感
激
し
て
い
ま
す
。
」
と
慶
び
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

( . • 
氏
が
就
任

育
長
に
前
総
務
課
長
の
大
塚
勝
=
一氏

側
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

大
塚
教
育
長
は
昭
和
二
十
八
年
に

役
場
に
奉
職
し
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、

教
育
委
員
会
管
理
課
長
、
町
議
会
事

務
局
長
、
総
務
課
長
を
歴
任
さ
れ
、

こ
の
た
び
の
教
育
長
就
任
と
な
り
ま

し
た
。「

学
校
そ
の
も
の
の
整
備
は
、
な

さ
れ
た
と
思
う
が
、
環
境
繋
備
を
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。
高
齢
化

社
会
に
向
け
て
生
涯
学
習
と
い
う
占

で
社
会
教
育
活
動
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
己
と
抱
負
を
語
り
、当
面
の

課
題
と
し
て
学
校
内
週
五
日
制
問
題

を
と
り
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

今
後
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

町

職

員

の

人

事

異

動

十

一
月
十
三
日
付
で
、
町
職
貝
の

人
事
異
動
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
)
は
前
職

マ
総
務
課

総
務
課
長
(
商
工
観
光
課
長
兼
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
支
配
人
)大

和

英
劃主

マ
商
工
観
光
課

商
工
観
光
課
長
兼
商
工
観
光
係
長

(
同
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
)

相

原

博

夫

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
支
配
人
(
建
設

常
教

諜
管
理
係
長
)

マ
建
設
課

池
田

管
理
係
長
兼
務
(
同
課
課
長
)

111 
島

最己
邦 費用輩、敵記を手に喜びの能代さん

町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
式

永
年
の
功
績
を
た
た
え
る

今
金
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式
が
、
菊
花
か
お
る
十

一
月
二
日、

町
民
セ
ン
タ
に
お
い
て
、
関
係
者

多
数
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
功
労
表

彰
七
名
、
普
行
表
彰

一
名
と
=
一団
体

の
計
八
名
と
=
一団
体
で
す
。

式
で
は
ホ
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

村
本
町
長
か
ら

一
人

一
人
に
賀
状
と

記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
坂
本
久
光
3

ん

か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で
は

長
い
間
の
苦
労
話
し
ゃ
思
い
出
を
語

り
合
い

、
受
賞
の
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
と
功
績
は
次
の
と
お
り

で
す
。

。
功
労
表
彰

・
坂
本
久
光
ぷ
仰

農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
多
年
に
亘
り

農
業
行
政
の
適
正
な

執
行
に
努
的
、
今
金

町
内
農
業
の
振
興
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た

坂
本
♂

市
原
ぷ

自
国

t

川
島
ぷ

下
山
β

壮
二
♂
附

・
下
山
更
治
ぷ
側

.
佐
々
木
哲
也
ぷ
側

・

市

原

正

ぷ
側

・
川
島
礼
子
さん
附

・
小
池
勝
利
さ
ん
側

町
職
員
と
し
て
多

年
に
亘
り
、
今
金
町

の
発
展
と
地
方
自
治

的
振
興
・
地
域
医
療

-
白
田

中(
骨体
?I協
^ -

小
泊
aeん

(
婦
連
協
)

'
高
橋

t

(J
A
)
 

阪
弁
♂

平
野
♂

桂列左から

前列左から• • 

宵贈:される汐
で工窯 に十口 れとお父経 ぽ三
去三、芸元ま参年んさ勝た恩世:さ学こが十十
三づ品太た画代と太もい話ん部内送 可 月
ふ「回、もにし郎の出にの教つら、 二
{盛文こさはてんさでのな(制授ぼれ高十
町は右のれ村造はす:しつ堤ののてき六
長じ衛った会材屋 v るた口堤送き四目
室き門ぽ方議業号 し町勝口りま+
に牡師はで貝を「 とに太康主し で 町
飾丹製九すと営三 し対郎博はたの役
り紋作州 。 しみ印 てすんさんさ、 。立場
ま 71:の長 て、」 寄るがで早 派に
し主伝崎 村昭の 贈感生、大 な直
セP 承の 政和堤 さ謝前お政 つ径

立派な花つぼ
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と
福
祉
の
向
上
・

消
防
業
務
を
通
し

て
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い

う
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
尽
力
き
れ
ま

し
た
。

。
善
行
表
彰

・
平

野

消

雄

さん

m

民
生
児
童
委
員
と
し
て
多
年
に
亘

り
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

・
今
金
町
体
育
協
会

永
年
に
亘
り
住
民
の
皆
ス
ポ
ー
ツ

へ
の
参
加
奨
励
に
よ
り
全
町
全
戸
の

会
員
制
的
組
織
化
と
指
導
者
の
充
実

を
図
り
、
町
民
的
体
力
と
健
康
の
増

進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
今
金
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

永
年
に
亘
り
婦
人
団
体
活
動
の
実

践
を
通
し
て
婦
人
の
社
会
的
地
位
向

上
と
暮
ら
し
を
高
め
る
と
と
も
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
並
び
に
地
域
お
こ

し
に
尽
力
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
町

づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

・
J
A
今
金
町
婦
人
部

同
婦
人
部
発
足
以
来
、
本
町
の
各

イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
、
ま
た

J
A
婦
人
部
な
ら
で
は
の
活
躍
を
さ

れ
、
本
町
農
業
と
今
金
町
の
発
展
振

興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

次
円
四
項
目
で
す
。
①
教
育
・
文
化

産
業
、
福
祉
、
邸
境
な
ど
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
、
広
い
知
識
、
技
術
を
身
に

つ
け
る
た
め
、
国
内
外
で
の
調
査
、

町
で
は
、
活
力
と
魅
力
に
満
ち
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
平

成
五
年
度
の
今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生

事
業
を
募
集
し
ま
す
。

聞
幽

平
成
五
年
度

理

「
今
金
町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業」

一の
要
望
事
業

要
望
さ
れ
た
卒
業
は
「
今
金
町
ふ
る

き
と
創
生
事
業
委
員
会
L

で
検
討
さ

れ
、
同
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
て

町
長
が
決
定
し
ま
す
。

募
集
す
る
事
業
は
、
具
体
的
に
は

研
修
や
交
流
事
業
へ
の
補
助
②
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
講
演

会
、
研
修
、
研
究
会
な
ど
の
開
催
に

関
す
る
補
助
③
地
場
産
業
の
育
成
、

特
産
品
の
開
発
事
業
へ
の
補
助
④
そ

花っぽを手にする村本町長

喝

z

・‘.... aa-z' 

の
他
、
ふ
る
さ
と
創
生
に
必
要
な
事

業
で
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
二
億
円
の
基

金
か
ら
生
ず
る
お
よ
そ
八
百
万
円
が

充
て
ら
れ
ま
す
。

事
業
内
提
出
期
限
、
提
出
先
等
は

次
の
と
お
り
で
す
。

戸
U

一一首
一ロ

ω提
出
期
日
平
成
四
年
十
二
月
二

十
二
日
ま
で

ω提
出
先
役
場
企
画
調
整
課
企
画

調
整
係
へ

宮
②
1
0
1
1
1
内
線
3
4
2番
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回語障調

J文~LÞ.「
己
日
晴
、

ふ
寸
J

P
ノ

ッ
チ
ン
」
を
披
露

ポ
ー
ル
牧
氏
講
演

人
気
コ
メ
デ
ィ
ア
ン

の
ポ
ー
ル
牧
氏
の
文
化
講
誠
会

が
十

一
月
十
日
、

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
五
百

名
近
い
町
民
が
ギ
ャ
グ
を
交
え
た
熱
弁
に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
町
ふ
る
さ
と
創
生
卒
業
の
助
成
を
受
け
、

町

・
町
教
委

・
商
工
会
・
商
工
背
年

部

商

工
会
婦
人

部
内
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

牧
さ
ん
は

「
笑
わ
せ
者
た
ち
の
伝
説
」
と
い
う
泌
題

で
、
出
身
の
留
萌
管
内
手
塩
町
で
の
貧
し
か

っ
た
少
年

時
代
内
生
活
体
験
や
お
坊
さ
ん
か
ら
喜
劇
役
者
に
な

っ

た
動
機
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
、
得
意
の
指
パ

ン
チ
ン
町
正
し
い

鳴
ら
し
方
向
指
導
、
正
し
い
転
び
方

の
指
導
な
ど
で
会
場
は
爆
笑
の
つ
ず
に
包
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

楽しい献を披露する舎小T年生たち

• • 光の里学園から3名
ゅうあいピック卓球l之出場

今
小
一
年
生
'三
λ

託、

光
の
里
学
園
で
交
流
り

十
一
月
五
日
、
今
金
小
町
一
年

生

た

。

六
十

一
名
が
光
の
里
学
園
を
訪
問
し
、

地
域
交
流
ホ
ー
ム
で
園
生
と
交
流
を

ふ
か
め
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
、
町
内
の
こ
と
を
も

っ
と
よ
く
知
り
、
い
ろ
い
ろ
な
方
た

ち
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が
目
的

で
、
学
習
発
表
会
で
何
度
も
練
習
し

た
歌
と
器
楽
演
奏
を
披
露
し
て
園
生

か
ら
盛
ん
な
拍
手
を
浴
び
て
い
ま
し

こ
の
よ
う
な
交
流
機
会
を
大
切
に

し
て
い
る
光
の
星
学
園
で
は
、
大
も

ち
つ
き
大
会
を
企
画
し
て
大
歓
迎
を

し
て
い
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
も
ち
を
つ
い

た
小
学
生
ら
は
ア
ン
コ
も
ち
に
舌
づ

っ
み
を
打
ち
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。

トふサー
親子で楽 しむ

りつりつコ
道
内
各
地
に
，
出
前

コ
ン
サ
ー
ト
。

を
し
て
い
る
札
帆
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス

パ
フ
の
フ

ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト

が
十
月
二
十
日
、

総
合
体
育
館
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

日
頃
生
町
演
奏
に
接
す

る
事
の
少
な
い
親
子
の
方
々
に
音
楽

町
持
つ
魅
力
を

)
緒
に
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
文
化
協
会
が
企
画
し
た

も
の
で
す
。

会
場
は
、
中
央
に
ス
テ
ー
ジ
を
作

り
ス
テ
ー
ジ
前
部
と
二
階
席
を
使
用

し
ま
し
た
が
満
席
の
盛
況
で
し
た
。• 

十
一
月
二
十

一
、
二
十
二
日
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

第

一
回
ゅ
う
あ
い
ピ

ソ
ク
東
京
大
会

(全
国
精
神
薄
弱

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
)
の
卓
球
内
部
に
全
道
で
七
名
の
選

手
中
三
名
が
光
の
里
学
園
か
ら
出
場
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

出
場
す
る
の
は
、
京
谷
由
美
子
♂
、中
山
な
お
み
ぷ
、

佐
藤
稔
ぷ
の
一二
名
で
、
大
会
出
場
に
向
け
て
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。

十

一
月
十
六
日
、
役
場
を
訪
れ
村
本
町
長
に
出
場
の

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

町
長
は
寸
全
道
的
代
表
と
し
て
、
全
カ
を
つ
く
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
己

と
激
励
し
ま
し
た
。

三
選
手
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。

品。主{品伺 .!

左から柴苔園長、京笹さん、中山さん、佐藤さん、村本町長

1
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コ
ン
サ
ー
ト
は
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ

・
は
た
ら
く
車

-
一
等
賞
体
操

-
太
陽
に
ほ
え
ろ

・
イ
エ
ス
タ
デ
ィ
な

ど
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
歌
や
踊
り
を
多
彩
な

楽
器
や
小
道
具
を
た
く
み
に
使
つ
て
の
生
演
奏
に
子
供

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、

一
的

一
助
に
手
拍
子
や
大
き
な

拍
手
を
送

っ
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
は
盛
り
あ
が
り
、
世
帯
に
な
っ
て
も
ア
ン

コ
ー
ル
町
大
歓
声
に
二
曲
を
追
加
す
る
な
ど
、
四
百
名

の
親
子
が
満
足
し
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

功績をたたえ自治夫富豪影an~
r 

舎金小学校ガ文部大臣表彰受ける

学校基本調査において、その努力と優秀きが認

められ今回の表彰となりました。 (末広町・75歳)伝さん苦言野

こ
の
た
び
、
通
算
十
期
四
十
年
間

の
町
議
会
議
員
歴
中
、
十
八
年
八
ヶ

月
に
わ
た
り
議
会
議
長
の
重
職
を
務

め
た
今
野
伝
♂
に
自
治
大
臣
よ
り
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
る
表
彰
状
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

村
本
町
長
よ
り
表
彰
状
を
伝
達
さ
れ
る

小
笠
原
今
金
小
学
校
長

〕7
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町花チユーリψフ植栽

オ
ラ
ン
ダ
通
り
の
花
壇
に
花
い

っ

ぱ
い
巡
動
向
一
環
と
し
て
チ
ュ
リ

ッ
プ
の
球
根
が
十
月
三
十

一
日
、
あ

叫

い
に
く
の
悪
天
候
の
な
か
、
朝
早
く

け

か
ら
各
町
内
会
・
各
種
団
体
の
ポ
ラ

ド

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
の
も
と
粒

え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
希
望
の
町
内
会
団
体
に

呼
び
か
け
た
も
の
で
、
十
四
花
壇
に

た
く
さ
ん
の
球
根
が
植
え
ら
れ
、
来

年
内
六
月
頃
に
は
町
花
チ

ュ
l
リ
y

プ
が
オ
ラ
ン
ダ
通
り
い

っ
ぱ
い
に
咲

き
ほ
こ
る
も
の
と
今
か
ら
期
待
さ
れ

ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
こ
さ
い

ま
す
。

オランダ通り14花壇

町
内
神
丘
に
住
む
天
沼

圧
さ
ん
刷
叫

が
十
月
二
十
三
日
、
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル

協
会
的
前
庭
に
日
本
初
の
女
性
医
師

と
し
て
知
ら
れ
る
荻
野
時
子
の
歌
碑

を
た
て
ま
し
た
。

天
沼
ぷ
は
埼
玉
県
円
安
沼
町
や
群

馬
県
の
高
校
生
が
時
子
の
史
跡
を
訪

ね
て
来
た
の
を
機
会
に
彼
女
の
歌
を

残
し
た
い
と
思
い
歌
碑
を
た
て
た
と

の
こ
と
で
、
こ
の
歌
は
彼
女
が
東
京

で
開
業
医
を
し
て
い
た
時
に
、
神
丘

の
地
を
開
拓
し
て
い
た
夫
の
志
方
之

普
の
身
を
案
じ
て
よ
ん
だ
歌
で
す
。

• • 

み
小川
⑧
⑨
⑧
易

ゆ
き
と
い

っ
し
ょ
に
雑
花
屋
を
や
り

ま
し
た
。
雑
花
屋
内
花
の
字
は
、
花

も
売
っ
た
の
で
、
あ
て
字
に
し
て
、

花
と
書
き
ま
し
た
。

九
時
三
十
分
こ
ろ
か
ら
、
始
め
ま

し
た
。
ま
ず
き
い
し
ょ
に
雑
花
屋
に

お
客
さ
ん
が
集
ま
り
ま
し
た
。

と
て
も
い
そ
が
し
か

っ
た
の
で
、

赤
平
先
生
た
ち
が
手
伝

っ
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
だ
い
た

い
の
物
が
売
り
き
れ
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
、

ザ

パ

ン

ダ

ナ

(
は
る
か
ち
ゃ
ん
・

楽
し
か
っ
た

お
底
屋
さ
ん
集
会

費
利
河
小
四
年

飯
i召

舞
ぷ

Eヲ...."1 1001 芭.._~.…一一一一一 ⑨集
l 校 i会 十
1 を今 伝 .が月
~ I .... 圃 』 卒春 末組 '11tJ あ 二

11 .. ・・・・h 業、 庄 アに 1り十

!I '6.41 主宮町宅で i f官iI q土 明言みも い 』三
!I ¥--7:1 単志 弁取 i私お
í l ~・圃圃・』 学る Iff: て り ;は庖

自国圃・・図専半ド 'lii!. i に門 んさ 11 たき
l 指 字 削 かん

1う人 もて固いにく でのとんて 貝 j
i真:姉高 。もを 」。 な楽仕す仕 の ではこと i
f面弟倉 ら見「 っ し事 。事こか福のし ;
1目、き いに町てくに をとら祉仕て ;
1な趣ん た来内何、対 続 で 特関事勤 ?
1青味は い て のにみす け、に係をめ ;
1年は滝 口 も方でんる て今輿の選ま ;
tでド川 ら々もな抱 いは昧専んし ;
tすラ市 と つに取と負 きずを門だた ;
i。イ出 い て も りい は たうひ 学 動 1 
， ブ身 う 、 つ組 つ「 いつか校機 ; 
i とで 注 珂lとみし明 そとれへと ; 

い 二 文 つ学 たよる うこた進し ; 

ゆ
っ
き

い

つ
か
く
ん
)
に
、
私
は
、

コ
l
ラ
、
た
か
ゆ
き
は
、
レ
モ
ン
ス

カ
y

ン
ュ
を
た
の
ん
で
出
前
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

一
回
屈
を
休
み
に
し
て
、
ま
ず
ゲ

ー
ム
セ
ン
タ
ー

(
ひ
ろ
き
孝
)
で、

わ
な
げ
を
し
て

K
E
A
-
Y
(あ
や

ち
ゃ
ん
・
健
・

弓
)
で
、
わ
た
あ
め

を
作
り
ま
し
た
。

屈
に
も
ど

っ
て
、
二
回
目
に
売
る

品
物
を
な
ら
べ
ま
し
た
。

い
い
品
物

が
出
る
と
、
ま
た
、
雑
花
屋
が
、
こ

み
は
じ
め
ま
し
た
。

洋
服
も
、
売
れ
ま
し
た
。
あ
ま
り

い
い
物
が
な
く
な

っ
て
き
た
の

で
、

屈
も
す
い
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
屈
を
休
み
に
し
て
こ
ん
ど

は
、
は
る
か
ち
ゃ
ん
と
、

八
y
自
の

つ
か
み
ど
り
を
し
ま
し
た
。
八
y
自

に
初
め
て
す
い
つ
か
れ
ま
し
た
。
と

て
も
い
た
か

っ
た
で
す
。

も
っ
と
、
買

っ
た
り
し
た
か

っ
た

け
ど
、
終
わ
り
の
会
を
し
て
、
あ
と

か
た
づ
け
を
し
て
、
終
わ
り
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か

っ
た
け
ど
、
疲
れ

ま
し
た
。

「
み
ん
な
の
広
場
L

は
、
町
民

的
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す。

〕B
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一

J
1
i
t

で
す
。

一

一

註
玖
品
開
祖
趨

と
こ
ろ
で
、
最
近
は
も
う
一
つ

一

一

A
W
Hわ
け
ト低

厩

別
の
ボ
ー
ナ
ス
と
い
う
言
葉
を
耳

一

一

1

に
し
ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
制
度
と
い

一

ん

今
年
の
ボ
ー
ナ
ス
は
、

H

木
枯

っ
て
、
市
街
地
に
建
物
を
建
て
る

一

F

b
し
ボ
ー
ナ
ス
e

な
と
と
い
わ
れ
と
き
、
一
定
面
積
の
空
き
地
を
確

一

一
て
い
ま
す
。
景
気
を
反
映
し
て
、
保
す
る
と
、
容
積
制
限
や
高
さ
制

一

一
あ
ま
り
パ

y
と
し
な
い
よ
う
で
す
。

限
が
緩
和
(
ボ
ー
ナ
ス
)
さ
れ
る

一

F

い
ず
れ
に
し
て
も
、
サ
ラ
リ
ー
マ
と
い
う
も
の
で
す
。

一

一

ン
の
年
末
の
楽
し
み
は
ポ
ナ
ス
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
年
末
年
始

一

一

ラ
テ
ン
語
で
、

H

よ
い
も
の
。
と
は
ボ
ー
ナ
ス
が
出
る
な
ど
し
て
経

一

ん

い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

.

.

.

 済
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、

一

一

ボ
ー
ナ
ス
は
、
年
末
と
六
量
=
・
・
園
事
故
や
事
件
が
多
発
し
ま
す
。
島

一
月
ご
ろ
の
二
回
支
給
さ
れ
る
戸

E
・
・
そ
こ
で
、
警
察
斤
で
は
+
二

一

得
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

」
国
・
月
初
旬
か
三
月
中
旬
ま
で
、

一

F

こ
れ
は
日
本
独
特
の
風
習
で
、
面
-
・
・
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
」
を

F

一
盆
と
暮
れ
の
物
入
り
の
と
き
匙
岨
.
行
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て

F

B

に
合
わ
せ
て
、
支
給
し
た
の
頃
凶
圃
圃
圃
楽
し
い
正
月
を
過
ご
す
た
め

一

一
が
始
ま
り
の
よ
う
で
す
。

-
園
に
、
事
故
や
事
件
に
巻
き
込

一

一

一
口
に
ボ
ー
ナ
ス
と
い
っ
て
も
、
ま
れ
な
い
よ
う
、
年
末
年
始
は
特

一

一
ボ
ー
ナ
ス
を
出
す
側
と
受
け
取
る
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

一
側
と
で
は
、
多
少
考
え
方
が
違
う

一

一
ょ
う
で
す
。

'

1

4

一

一

出
す
側
に
と
っ
て
は
、
業
績
へ

h
R
〕
i
M

市

一

の
貢
献
に
対
す
る
功
労
霊
的
な

'

ゾ

h
t

一

一
も
の
で
あ
り
、
ま
た
企
操
業
績
の

，

r
k
d
m
-
-
一

一

一
成
果
の
配
介
と
し
て
の
「
賞
与
」

穴

予

沼

い

河

川

一

・
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
受
け
取
る
側

ー

汁

』

γ

一

一
と
し
て
は
、
生
活
費
の
一
部
と
し

賀

t
y
l
J
一

・
て
の
当
然
の
給
与
で
あ
る
「
期
末

、

I

F

一
手
当
」
「
年
末
手
当
し
と
い
う
わ
け

f

i

I

r

一

F
'
e

，
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告の
い細

川6
姓

役
場
・
国
保
病
院

休
み
の
お
知
ら
せ

年
末

・
年
始
は
次
の
と
お
り
休
み

と
な
り
ま
す
。
緊
急
用
務
の
と
き
は

警
備
員
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

月四 役場 病院

12月30日 御用納め 平常通 り

31日

I月 1日

2日
全 休

3日 全 休

4日

5日

6日 御用始め

7日 平憶通 り 平常通り

水
道
の
凍
結
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
こ
の
時
期
は
水
道
の
凍
結

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
出
か
け

や
寝
る
前
に
戸
じ
ま
り
と

一
緒
に
水

道
的
水
ぬ
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

万

一
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
か
ら

床
面
ま
で
の
管
に
ぞ
う
き
ん
か
タ
オ

ル
を
巻
き
、
熱
湯
を
か
け
十
五
分
く

ら
い
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
〈
と
水
が

で
ま
す
。
い
く
ら
軌
湯
を
か
け
て
も

水
が
で
な
い
場
合
は
、
次
的
水
道
指

定
業
者
に
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

・
小
山
設
備
工
業

③
2
5
7
4

(町民福祉課衛生係 国保係)

12月みんな

-

佐

々

木

金

物

附

②
0
1
3

7

・
刷
多
国
鉄
工
設
備

②
0
1
0
8

・

渡

辺

住

宅

設

備

②
2
6
5
4

〈水
道
課
水
道
係
〉

除
排
雪
作
業
に

ご

協

力

を
H
H

雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
路
上

駐
車
が
あ
り
ま
す
と
、
除
排
雪
作
業

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
建
設
課
管
理
係
〉

船
北
海
道
看
護
協
会

渡
島
業
務
支
所

の
設
置
に
つ

い
て

社
団
法
人
北
海
道
看
護
対
策
協

会
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
看

護
職
貝
就
労
促
進
事
業

(通
称
ナ

ス
パ
ン
ク
)
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が、

A
Y
般
こ
の
事
業
の
よ
り
円
滑
な

推
進
を
図
る
た
め
、
北
海
道
渡
島
保

健
所
内
に
看
護
対
策
協
会
の
業
務
支

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
未
就
業
看
護
職
員
か

ら
の
求
職
の
受
付
、
そ
の
掘
り
起
こ

し、

再
就
業
へ
の
働
き
か
け
及
び
病

院

医
院
、
市
町
村
長
か
ら
の
求
人

的
受
付
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
同
業
務
支
所
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

戸
いヨロ

• • 
設
置
場
所

函
館
市
千
歳
町
ロ
番
ロ

号

北
海
道
渡
島
保
健
所
内

2
0
1
3
8
2
6
1
1
8
4
0
 

開
設
日

週
四
日
(
月
、
火
、
木
、

金
曜
日
)

相
談
時
間

午
前
九
時
半
1
十
二
時

ま
で

午
後

一
時
1
四
時
ま
で

戸
籍
謄
本
等
の
交
付

手
数
料
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

戸
籍
手
数
料
令
の

一
部
改
正
に
よ

り
戸
籍
謄
本
等
の
交
付
手
数
料
が
次

の
と
お
り
改
正
さ
れ
、
平
成
五
年

一

月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

戸 籍 手数料改定内容

種 類 現行 改定額

円 円
戸籍の謄本文は抄本 1通 300 400 

除籍の勝本又は抄本 1通 500 700 

戸籍の記載事項証明証明事項 l件 200 300 

除籍の記載事項証明証明事項 1件 300 400 

属書の受理等の証明書 l通 200 3日。

ロ
月
は
国
民
年
金
保
険
料

の
納
入
強
化
月
間
で
す

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
手
元
の
納
付
昔

を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
ま
で
に
保
険
料
を
納
め

て
い
ま
せ
ん
と
、
不
幸
に
し
て
病
気

や
ケ
ガ
で
障
害
者
と
な
っ
た
と
き
に

は
障
害
基
礎
年
金
が
、
ま
た
万
一
、

ご
王
人
に
先
立
た
れ
た
と
き
に
は
遺

族
基
礎
年
金
が
、
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

位霊童図

1
 

0
 

1
 

〔

社会福祉協議会だより
4. 11. 10 

※光の里学園、豊寿圏、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

(敬称略)

〈東 京〉 〈今 金 町〉

森 回 美 代 奥 井 心時ョ、 男

〈札幌 市〉 菅 文 光 男

瀬棚町民謡舞踊 「輸の会」 渡 辺 茂

〈函館 市〉 キ芸 ネ本 栄 干

希望 ケ 丘学園 メ寸当、 金 量日 便 局

〈知内 町〉 滝 坪 孝 イ丁

知内町手をつなぐ親の会 ぷ寸〉、 金 農 協

〈上ノ国町〉 ぷ寸語、 金 消 防 署

上ノ国身障分会 大 倉 啓 太 郎

柳 原 孝 雄 西 昭 生

〈北槽山町〉 種川老人クラフ

大 塚 孝 子 種川小学校児童会

菅 野 勇 夫

ス
キ

l
揚
従
業
員
と

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
従
業
員
を
募
集
し
ま
す

ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
で
は
次
の
要

領
で
従
業
貝
を
募
集
し
ま
す
。

記

。
ス
キ
l
場
従
業
員

人

数

男

六

名

資
格
要
件
大
型
特
殊
免
許

。
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
従
業
員

人

数

女

囚

名

*
締
め
切
り
日平

成
四
年
十
二
月
十
日

な
お
、
詳
し
く
は
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ

リ
カ
ま
で

宮
3

7

1

1
1

• 国
民
健
康
保
険
証
を
診
療

の
際
に
見
せ
ま
し
ょ
う
グ

保
険
証
(
退
職
者
医
療
制
度
に
該

当
す
る
方
は
退
職
被
保
険
者
証
)
は
、

国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る
と
い
う
証

明
密
で
あ
る
と
同
時
に
、
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
保
険
医
で
あ
る
医
療

機
関
の
窓
口
へ
出
せ
ば
、
か
か

っ
た

医
療
費
の
三
割
(
退
職
者
医
療
制
度

に
該
当
す
る
方
は
本
人
二
割
、
扶
養

家
族
は
入
院
二
割
、
通
院
=
一
割
)
を

負
担
す
る
だ
け
で
み
て
も
ら
え
る
大

か
ぜ

「
冬
の
来
訪
者
」

と
上
手
に
つ
き
合
う
ヨ
ツ

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
様
は

「
か
ぜ
」
を
ひ
い
て
ま

せ
ん
か
?
こ
の
時
期
に
な
る
と
流

行
す
る
の
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

は
じ
め
と
す
る
「
か
ぜ
し
で
す
。

寒
さ
に
よ
っ
て
抵
抗
力
の
弱
ま
っ

た
体
に
ウ
イ
ル
ス
が
侵
入
す
る
と
抵

抗
し
き
れ
ず
か
ぜ
を
ひ
き
ま
す
。~

か
ぜ
対
策
は
何
よ
り
も
予
防
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

か
ぜ
を
予
防
す
る
六
力
条

一、

規
則
正
し
い
生
活
を

二
、
体
を
鍛
、
え
る

三
、
乾
布
ま
さ
つ
で
血
行
を
よ
く
す

'hw 

四
、
、
つ
が
い
を
習
慣
づ
け
る

五
、
ビ
タ
ミ
ン

C
を
た
っ

ぷ
り
と

六
、
タ
バ
コ
の
吸
い
す
ぎ
に
ご
用
心

も
し
、
か
ぜ
を
ひ
い
た
ら
ま
ず
休

養
と
保
温
で
す
。
温
か
い
食
べ
物
、

飲
物
で
体
を
中
か
ら
温
め
、
す
ぐ
寝

る
。
体
的
中
で
細
胞
が
ウ
イ
ル
ス
と

切
な
受
診
券
で
も
あ
り
ま
す
。

~

保
険
証
が
な
け
れ
ば
、
被
保
険
者

ザ

で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
ま
せ
ん
か
ん

ら
国
保
の
診
療
も
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
V

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
日

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に
は
必
~

ず
保
険
証
を
提
出
し
、
診
療
が
終
わ
~

っ
た
ら
返
し
て
も
ら
う
習
慣
を
身
に
吋

付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

~

〈町
民
福
祉
課
国
保
係
v

~

の
戦
い
に
自
力
で
勝
利
す
る
ま
で
は

ゆ
っ
く
り
休
み
ま
し
ょ
う
。

か
ぜ
は
万
病
の
も
と
と

い
わ
れ
る

よ
う
に
、
い
っ
た
ん
こ
じ
ら
せ
る
と

い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
ひ
き
起
こ
し
、

時
に
は
命
と
り
に
も
な
り
か
ね
な
い

の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
か
ぜ
は
不
思
議

と
冬
に
多
く
か
か
り
ま
す
。
自
分
で

気
づ
か
な
い
の
を
含
め
、
年
に

一
人

平
均
七
回
は
ひ
い
て
い
る
と
い
わ
れ

る
H

身
近
な
病
気
'
で
す
。

今
年
の
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
り

そ
う
で
す
が
、
「
か
ぜ
し
を
ひ
か
ず

元
気
で
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

〈
町
民
福
祉
課
保
健
指
導
係
〉

〕-1
 

〔

項 日 対象者 実施日 日寺 間 対象地区 実施会場 備 考

① 手L 児 相 談
生後

3日同
受付時間

全地 区
町民

保健指導、健康相談
6、 9ヶ月児 13: 0日-13: 30 セ ンター

7日開
老人福祉

② 般 相 談 全 住 民 14日伺) 10: 00-15 : 00 " 保健指導、健康相談

21日明)
センタ

③ 妊 婦 相 談 妊婦の方 8日υd
受付時間

" 
町 民 尿検査、血液検査、歯科指

12: 45-13: 15 センター 導、助産婦指導

④ 無医地区巡回診療 全 住 民 日日同
受付時間

" " 診療科目 (耳鼻科)
14 : 20-14 : 50 

⑤ 育 児 講 座 生後 3ヶ月児 17日(利
受付時間

" " 保健指導、健康相談
9 : 30-10 : 00 

⑥ 乳 児 健 聖m人p 
生後 4、 7、

17日(柑
受付時間

H " 
身体計測、医師診察、歯科

l口、 12ヶ月児 12: 30-13: 00 指導、栄養指導、保健指導

⑦ 股 脱 健 三~
生後 2ヶ月と

21日明) 13: 00-14 : 00 " 
今金

股関節X線撮影
25日以上の幼児 保健 所



参ぎがや島日揖:
百b村宗

12月の休日当番匿
今金町国保病院 (今金)合②0221

富田医院( 今 金 )宮②0324

平 病 院(北楠山)宮@501l

循崎病院 (瀬棚)ft⑦，3021

今金町国保病院 (今金)ft②0221

岩間医院(今金)ft②口057

6日

13日

20日

23日

27日

31日

やや令 住民の動態 令やや

(前月対比)

( 3) 

(-4 ) 

(7)  

( 1) 

10月末現在

7，614人

3，689人

3，925人

2，486世管

人 口

男

女

世帯数• 
# 寒

白

女

女
2

長

ん

ん

道

久

う

弘

明

炉』

ロ
u

臼
M

で

9

6

め

則

月

お

0

1
1

1

 

-
『

J

よ
~
じ
い衣
'会

ん
ゆ由
れ
怜

たお

原

林

図

笠

杉
石

先月号で紹介しました奥田 恭大(やすひら)¥

は(やすひろ)の朕りでしたので訂正してお詫び

いたします。

固 いつまでもお Lあわせに

%)11平 秀明九(上稲草)ニ加藤きよみ九(昭和町)

%佐々木政徳丸(金原昭和)=浅田 礼子三(瀬棚町)

動
物
た
ち
も
冬
ご
も
り

〕2
 

1
 

〔

里

影

上 種川

南主主受

金原宮前

大和 田T

中

御

44歳

43歳

83歳

73歳

65歳

61歳

圏おくやみもうしあげます

菅原普明、 10月23日

イ予河lo ~ffi::I11丸 11月 2日

千葉 貰 さん 11月10日

夕下時雄九

荒 川ハツエさん

桃井

11月14日

11月17日

11月20日忠二九

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

.

日間②
0
1
4
4
番

美
利
河
小
学
校

美
利
河
小
で
は
十
月
三
十
一
日
、

動
物
た
ち
が
新
し
く
建
て
ら
れ
た
動

物
小
屋
に
引

っ
越
し
を
し
ま
し
た
。

こ
の
目
、
引

っ
越
し
た
の
は
、
ニ

ワ
ト
リ
十
六
羽
、
メ
ン
ヨ
ウ
一
頭
、

ウ
サ
ギ
四
羽
で
ニ
ワ
ト
リ
は
卵
を
産

み
は
じ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
サ
ギ
は
希
望
者
が
あ
れ

ば
差
し
上
げ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
小
屋
は
自
治
会
の
方
が
材
料

を
持
ち
寄
り
、

三
日
が
か
り
で
完
成

さ
せ
た
も
の
で
、
動
物
た
ち
の
併
に

つ
い
て
も
近
所
内
方
々
が
保
存
食
を

も
っ
て
き
て
く
れ
て
い
る
の
で
動
物

た
ち
も
安
心
し
て
冬
が
越
せ
そ
う
で

す
。

編
一集
一後
一記

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

何
と
な
く
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
も

あ
り
、
カ
ぜ
を
ひ
い
た
り
体
調
を
崩

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し

ょ、っ。ま
た
、
お
金
が
た
く
さ
ん
手
元
か

ら
出
て
い
く
季
節
で
も
あ
り
、
ふ
と

こ
ろ
は
寒
〈
カ
ぜ
を
ひ
き
そ
う
な
の

は
、
わ
が
家
だ
け
で
し
ょ
う
か
?

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係


